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障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

の施行
しこう

から５年
ねん

が経過
けいか

し、平成
へいせい

３０年
ねん

４月
がつ

より大
おお

きな改正
かいせい

が行
おこな

われます。主要
しゅよう

な改
かい

正
せい

項目
こうもく

を抜粋
ばっすい

して簡単
かんたん

にご紹介
しょうかい

いたします。（※詳細
しょうさい

は次号
じごう

でお知
し

らせします）

障
しょう

がい者
しゃ

の望
のぞ

む地域
ちいき

生活
せいかつ

の支援
しえん

飯塚
　いいづかし

市
・　　　　　　かまし　　

・嘉麻市・桂川町
けいせんまち

障がい者
しょう　　　　　　しゃ　

基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター

住所
じゅうしょ

飯塚市
い い づ か し

忠隈
た だ く ま

５２３　飯塚市
い い づ か し

役所
や く し ょ

穂波
ほ な み

庁舎
ちょうしゃ

３階
か い

　　　しょうがいしゃ　　　そうごう　　　　しえんほう　　　　　 　かいせい

平成
へ い せ い

３０年
ね ん

４月
が つ

１日
に ち

より

障
しょう

がい児
じ

支援
しえん

のニーズの多様化
たようか

へのきめ細
こま

やかな対応
たいおう

サービスの質
しつ

の確保
かくほ

・向上
こうじょう

に向
む

けた環境
かんきょう

整備
せいび

○自立
じりつ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

の創設
そうせつ

○就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
しえん

の創設
そうせつ

○重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

の訪問
ほうもん

先
さき

の拡大
かくだい

○高齢
こうれい

障
しょう

がい者
しゃ

の介護
かいご

保険
ほけん

サービスの円滑
えんかつ

な利用
りよう

○居宅
きょたく

訪問
ほうもん

により児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

を提供
ていきょう

するサービスの創設
そうせつ

○保育
ほいく

所
しょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
しえん

の支援
しえん

対象
たいしょう

の拡大
かくだい

○医療的
いりょうてき

ケアを要
よう

する障
しょう

がい児
じ

に対
たい

する支援
しえん

○障
しょう

がい児
じ

のサービス提供
ていきょう

体制
たいせい

の計画的
けいかくてき

な構築
こうちく

○補装具
ほそうぐ

の貸与
たいよ

制度
せいど

の追加
ついか

○障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス等
とう

の情報
じょうほう

公表
こうひょう

制度
せいど

の創設
そうせつ

○自治体
じちたい

による調査
ちょうさ

事務
じむ

・審査
しんさ

事務
じむ

の効率化
こうりつか

support center

（１） 誰もが住みやすい地域を目指して

http://iikk-kikan.jp/
mailto:soudan@iikk-kikan.jp
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　　　全体
ぜんたい

会議
かいぎ

飯塚
いいづか

圏域
けんいき

障
しょう

がい者
しゃ

地域
ちいき

自立
じりつ

支援
しえん

ネットワーク（自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

）活動
かつどう

報告
ほうこく

　平成
へいせい

２９年
ねん

７月
がつ

以降
いこう

、以下
いか

の日程
にってい

と内容
ないよう

で部会
ぶかい

を開催
かいさい

しました。

◎第
だい

３回
かい

部会
ぶかい

（平成
へいせい

２９年
ねん

８月
がつ

２５日
にち

）『発達
はったつ

障害
しょうがい

（児
じ

・者
しゃ

）の理解
りかい

と支援
しえん

について』

講師
こうし

：福岡県
ふくおかけん

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センターゆう・もあ　重森
しげもり

祐樹
ゆうき

氏
し

発達
はったつ

障
しょう

がいの特性
とくせい

（感覚
かんかく

の感
かん

じ方
かた

の違
ちが

いや感覚
かんかく

の情報
じょうほう

の取捨
しゅしゃ

選択
せんたく

、視覚
しかく

的
てき

理解
りかい

が強
つよ

い等
など

）について講演
こうえん

を頂
いただ

きました。相談
そうだん

支援
しえん

における発達
はったつ

障
しょう

がいのある方
かた

への支援
しえん

についての質問
しつもん

に答
こた

えて頂
いただ

くことができました。

◎第
だい

４回
かい

部会
ぶかい

（平成
へいせい

２９年
ねん

１０月
がつ

２０日
にち

）４グループに分
わ

かれて意見
いけん

交換会
こうかんかい

「相談
そうだん

支援
しえん

について」、「家族
かぞく

支援
しえん

について」、「医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な子
こ

ども達
たち

の就学
しゅうがく

（通学
つうがく

）について」、

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

から介護
かいご

保険
ほけん

への移行
いこう

について」のテーマ毎
ごと

に、日常
にちじょう

の相談
そうだん

支援
しえん

の中
なか

での課題
かだい

や困
こま

ってい

ることについて話
はな

し合
あ

いを行
おこな

いました。グループ発表
はっぴょう

を行
おこな

い、課題
かだい

の共有
きょうゆう

を図
はか

りつつも、今後
こんご

の支援
しえん

に活
い

かし

ていく必要
ひつよう

があると感
かん

じました。

◎第
だい

５回
かい

部会
ぶかい

（平成
へいせい

２９年
ねん

１２月
がつ

２２日
にち

）『介護
かいご

保険
ほけん

について』

飯塚市
いいづかし

役所
やくしょ

の高齢者
こうれいしゃ

担当
たんとう

課
か

の協力
きょうりょく

を頂
いただ

き、介護
かいご

保険
ほけん

制度
せいど

の説明
せつめい

と、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

から介護
かいご

保険
ほけん

へ移行
いこう

する

際
さい

の課題
かだい

についての意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

いました。今後
こんご

も双方
そうほう

の連携
れんけい

が必要
ひつよう

であることを認識
にんしき

でき、知識
ちしき

の共有
きょうゆう

や意
いけ

見
ん

交換
こうかん

の継続
けいぞく

が必要
ひつよう

であると思
おも

いました。

◎第
だい

６回
かい

部会
ぶかい

（平成
へいせい

３０年
ねん

２月
がつ

１６日
にち

）今年度
こんねんど

の振
ふ

り返
かえ

りと来年度
らいねんど

の取
と

り組
く

みについて

グループに分
わ

かれて意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

い、日々
ひび

の支援
しえん

に関
かん

することや来年度
らいねんど

の法改正
ほうかいせい

のことまで、様々
さまざま

な話題
わだい

が交
か

わされました。来年度
らいねんど

に向
む

けて、学
まな

びたいことや相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

同士
どうし

のつながりを構築
こうちく

していくための意見
いけん

が

聞
き

かれましたので、年間
ねんかん

計画
けいかく

に反映
はんえい

していきたいと思
おも

います。

　　　相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

　参加
さんか

して頂
いただ

いた委員
いいん

の意見
いけん

の中
なか

には、社会
しゃかい

資源
しげん

の整備
せいび

で終
お

わらせるのではなく、その資源
しげん

を使
つか

って障
しょう

がい

児
じ

・障
しょう

がい者
しゃ

が地域
ちいき

を基盤
きばん

に自由
じゆう

に生活
せいかつ

できる姿
すがた

を目指
めざ

すべきというご指摘
してき

もあり、今一度
いまいちど

、権利
けんり

擁護
ようご

の視点
してん

に立
た

ち返
かえ

って支援
しえん

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

があると感
かん

じました。障
しょう

がい児
じ

・障
しょう

がい者
しゃ

やその親
おや

が、安心
あんしん

して、自分
じぶん

の思
おも

うような生
い

き方
かた

が出来
でき

る飯塚
いいづか

圏域
けんいき

をいかに作
つく

っていけるか、皆
みな

さまのご意見
いけん

を参考
さんこう

に今後
こんご

も協議
きょうぎ

をすすめてい

きたいと思
おも

います。

　平成
へいせい

２９年
ねん

１１月
がつ

１３日
にち

、平成
へいせい

２９年度
ねんど

第
だい

２回
かい

全体
ぜんたい

会議
かいぎ

が開催
かいさい

されました。今回
こんかい

は、以下
いか

の項目
こうもく

について協
きょ

議
うぎ

を行
おこな

いました。

①相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

活動
かつどう

報告
ほうこく

②在宅
ざいたく

医療
いりょう

ケア部会
ぶかい

設置
せっち

の提案
ていあん

③就労
しゅうろう

支援
しえん

分野
ぶんや

の活動
かつどう

報告
ほうこく

および意見
いけん

交換会
こうかんかい

の開催
かいさい

案
あん

④第
だい

５期
き

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

・第
だい

１期
き

障
しょう

がい児
じ

福祉
ふくし

計画
けいかく

の原案
げんあん

⑤委員
いいん

の改選
かいせん

および再編
さいへん

（２） 誰もが住みやすい地域を目指して
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【部会
ぶかい

設置
せっち

に至
いた

るまでの経過
けいか

】

飯塚
いいづか

圏域
けんいき

にお住
すま

いの医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

としている方
かた

の支援
しえん

及
およ

び家族
かぞく

のレスパイトを

目的
もくてき

とした短期
たんき

入所
にゅうしょ

先
さき

がなく困
こま

っているという当事者
とうじしゃ

の声
こえ

や、夜間
やかん

に看護師
かんごし

が配置
はいち

できず宿泊
しゅくはく

の支援
しえん

が困難
こんなん

だという障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

の声
こえ

が聞
き

かれたことに

より、ネットワークでは平成
へいせい

２９年
ねん

２月
がつ

にアンケート調査
ちょうさ

を実施
じっし

し、医療的
いりょうてき

ケアを

必
ひつ

要
よう

とする当事者
とうじしゃ

やご家族
かぞく

からのニーズや支援
しえん

機関
きかん

の受
う

け入
い

れ困難
こんなん

理由
りゆう

などを明
あき

ら

かにしました。アンケート結果
けっか

から見
み

える当事者
とうじしゃ

とご家族
かぞく

からの主
おも

なニーズは、障
しょう

がい児
じ

・障
しょう

がい者
しゃ

共
とも

に緊急時
きんきゅうじ

やレス

パイト目的
もくてき

で利用
りよう

できる病院
びょういん

・短期
たんき

入所
にゅうしょ

先
さき

が少
すく

なくて困
こま

っているということ、障
しょう

がい福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

からは医療
いりょう

ケア児
じ

・障
しょう

がい者
しゃ

を受
う

け入
い

れるスキル・環境
かんきょう

がない、夜間
やかん

に看護師
かんごし

の配置
はいち

ができない、医療
いりょう

機関
きかん

との連携
れんけい

不足
ぶそく

等
など

のご意見
いけん

が多
おお

く聞
き

かれました。特
とく

に障
しょう

がい児
じ

において支援
しえん

機関
きかん

不足
ふそく

が目立
めだ

ちました。

平成
へいせい

２９年
ねん

７月
がつ

１０日
にち

にアンケート対象
たいしょう

であった医療
いりょう

機関
きかん

・障
しょう

がい福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

の方々
かたがた

と「第
だい

１回
かい

医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とす

る方
かた

の地域
ちいき

支援
しえん

に関
かん

する意見
いけん

交換会
こうかんかい

」を開催
かいさい

し、アンケート結果
けっか

から得
え

られた地域
ちいき

課題
かだい

の共有
きょうゆう

や意見
いけん

交換
こうかん

をしました。

このように皆
みな

さまと共有
きょうゆう

できた地域
ちいき

課題
かだい

の解決
かいけつ

に向
む

け、地域
ちいき

自立
じりつ

支援
しえん

ネットワークでは専門
せんもん

部会
ぶかい

の設置
せっち

に向
む

けて取
と

り組
く

むこととなりました。

飯塚圏域障
いいづかけんいきしょう

がい者支援
しゃしえん

セミナーin飯塚
いいづか

　平成
へいせい

２９年
ねん

１１月
がつ

１０日
にち

～１１日
にち

、沖縄
おきなわ

大学
だいがく

人文
じんぶん

学部
がくぶ

福祉
ふくし

文化
ぶんか

学科
がっか

　准教授
じゅんきょうじゅ

　島村
しまむら

聡
さとる

氏
し

を講師
こうし

に『障
しょう

がい者
しゃ

の

想
おも

いを聴
き

く』『個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

について』というテーマで、福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

・相談
そうだん

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

・関係
かんけい

機関
きかん

の

皆
みな

さまを対象
たいしょう

に研修
けんしゅう

を実施
じっし

しました。３９名
めい

の受講者
じゅこうしゃ

と共
とも

に、当事者
とうじしゃ

の方
かた

から想
おも

いを聴
き

き取
と

る難
むずか

しさを痛感
つうかん

し

つつ、想
おも

いのマップ作
づく

り、そして「想
おも

い」を実現
じつげん

するための個別
こべつ

支援
しえん

会議
かいぎ

を演習
えんしゅう

と

して行
おこな

い、地域
ちいき

づくりについて学
まな

ぶことができました。当事者
とうじしゃ

の方
かた

の言葉
ことば

の裏
うら

に

ある背景
はいけい

を知
し

るためには「なぜ、そうなのか」という視点
してん

を忘
わす

れてはならないと

いう先生
せんせい

の言葉
ことば

が印
いん

象
しょう

的
てき

でした。今後
こんご

も圏域
けんいき

の支援者
しえんしゃ

の方々
かたがた

との繋
つな

がりを大切
たいせつ

に

しながら、地域
ちいき

をよりよくしていくための努
ど

力
りょく

を重
かさ

ねていきたいと思
おも

います。

　　　在宅
ざいたく

医療
いりょう

ケア部会
ぶかい

　平成
へいせい

２９年
ねん

１１月
がつ

２７日
にち

、医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

としている障
しょう

がい児
じ

・障
しょう

がい者
しゃ

とそのご家族
かぞく

が、地域
ちいき

で安心
あんしん

し

て暮
く

らしていくために必要
ひつよう

な社会
しゃかい

資源
しげん

の有効
ゆうこう

活用
かつよう

や開発
かいはつ

に向
む

け、医療
いりょう

・福祉
ふくし

・教育
きょういく

・行政
ぎょうせい

等
など

が各
かく

支援
しえん

分野
ぶんや

の垣
かき

根
ね

を越
こ

えた課題
かだい

解決
かいけつ

への取
と

り組
く

みを行
おこな

う『在宅
ざいたく

医療
いりょう

ケア部会
ぶかい

』を設置
せっち

しました。

　部会
ぶかい

では、部会長
ぶかいちょう

の大矢
おおや

崇志
たかし

氏
し

（飯塚
いいづか

病院
びょういん

小児
しょうに

等
とう

在宅
ざいたく

医療
いりょう

推進
すいしん

事業
じぎょう

委員
いいん

・小児科
しょうにか

医師
いし

）、副部会長
ふくぶかいちょう

の廣瀬
ひろせ

竜
たつ

也
や

氏
し

（多機能型
たきのうがた

児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

ひばり）を筆頭
ひっとう

に、医療
いりょう

機関
きかん

（医師
いし

/ソーシャルワーカー）、保健師
ほけんし

（県
けん

/

２市
し

１町
ちょう

）、訪問
ほうもん

看護師
かんごし

、障
しょう

がい福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

、自立
じりつ

支援
しえん

ネットワーク事務局
じむきょく

（２市
し

１町
ちょう

障
しょう

がい福祉
ふくし

担当者
たんとうしゃ

、障
しょう

がい者
しゃ

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター）の１７名
めい

で、２か月
げつ

毎
ごと

に部会
ぶかい

を開催
かいさい

しています。この部会
ぶかい

では、関係
かんけい

機関
きかん

の連
れん

携
けい

による支援
しえん

の円滑化
えんかつか

・他
た

機関
きかん

の機能
きのう

の活性化
かっせいか

に努
つと

め、また新
あら

たな支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

も視野
しや

に入
い

れながら、レス

パイト（介護
かいご

の一時的
いちじてき

な休息
きゅうそく

）としての受
う

け入
い

れ先
さき

の拡充
かくじゅう

や緊急時
きんきゅうじ

対策
たいさく

、支援
しえん

におけるコーディネーター機能
きのう

の強化
きょうか

等
とう

を目指
めざ

しています。平成
へいせい

３０年
ねん

２月
がつ

１６日
にち

には、医療的
いりょうてき

ケアを行
おこな

う児童
じどう

関連
かんれん

の福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

・

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

・部会
ぶかい

委員
いいん

とで「第
だい

２回
かい

医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする方
かた

の地域
ちいき

支援
しえん

に関
かん

する意見
いけん

交換会
こうかんかい

」を開催
かいさい

し、

その中
なか

で医療
いりょう

と福祉
ふくし

とが協働
きょうどう

で整備
せいび

すべき具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

が挙
あ

げられました。在宅
ざいたく

医療
いりょう

ケア部会
ぶかい

では、医療的
いりょうてき

ケア

を必要
ひつよう

としていても地域
ちいき

で安心
あんしん

して家族
かぞく

と共
とも

に暮
く

らしていけるよう、「どうすれば実現
じつげん

するか」という発想
はっそう

で

地域
ちいき

課題
かだい

の解決
かいけつ

に取
と

り組
く

んでまいります。

（３） 誰もが住みやすい地域を目指して
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職員
しょくいん

さんと普段
ふだん

話
はな

す機会
きかい

がないので、意見
いけん

交換
こうかん

ができて良
よ

かった」との感想
かんそう

を

たくさんいただきました。今後
こんご

は、意見
いけん

交換会
こうかんかい

で交
か

わした皆
みな

さまのご意見
いけん

をも

とに、地域
ちいき

で取
と

り組
く

めることを一緒
いっしょ

に考
かんが

えていきたいと思
おも

っています。

*意見
いけん

交換会
こうかんかい

後
ご

のアンケート結果
けっか

は、センターのホームページにも掲載
けいさい

していますの

で、ぜひご覧
らん

ください。

　　　就労
しゅうろう

支援
しえん

分野
ぶんや

【直方
のおがた

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

での意見
いけん

交換会
こうかんかい

】

【就労
しゅうろう

系
けい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

意見
いけん

交換会
こうかんかい

】

　平成
へいせい

２９年
ねん

８月
がつ

２９日
にち

、直方
のおがた

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

の皆
みな

さまと、意見
いけん

交換会
こうかんかい

を開
かい

催
さい

しました。センターのご紹介
しょうかい

と就労
しゅうろう

系
けい

福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

についての説明
せつめい

後
ご

、６

グループに分
わ

かれて意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

いました。普段
ふだん

、進路
しんろ

支援
しえん

の中
なか

で課題
かだい

と感
かん

じてい

ることについて、グループから活発
かっぱつ

なご意見
いけん

が聞
き

かれましたので、頂
いただ

いたアンケートの一部
いちぶ

を抜粋
ばっすい

させていた

だきます。

①Ａ型
がた

事業所
じぎょうしょ

がＢ型
がた

事業所
じぎょうしょ

と変
か

わらない作業
さぎょう

内容
ないよう

で、最低
さいてい

賃金
ちんぎん

を支払
しはら

うことが出来
でき

るのでしょうか？

②Ａ型
がた

事業所
じぎょうしょ

が増
ふ

えてきているが、事業所
じぎょうしょ

が潰
つぶ

れたりしないでしょうか？

③直接
ちょくせつ

、生徒
せいと

に向
む

けた進路
しんろ

支援
しえん

が出来
でき

ないでしょうか？

　初
はじ

めての試
こころ

みではありましたが、教職員
きょうしょくいん

の皆
みな

さまより様々
さまざま

な意見
いけん

が直接
ちょくせつ

聞
き

くことができて有意義
ゆういぎ

な意見
いけん

交換
こうかん

会
かい

になりました。今後
こんご

も継続
けいぞく

して取
と

り組
く

むことが必要
ひつよう

だと思
おも

いました。

　平成
へいせい

３０年
ねん

２月
がつ

８日
にち

、就労
しゅうろう

系
けい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

間
かん

のネットワーク構築
こうちく

を目的
もくてき

として意見
いけん

交換会
こうかんかい

を開催
かいさい

しま

した。就労
しゅうろう

系
けい

福祉
ふくし

サービス事業所
じぎょうしょ

、ハローワーク、就業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター、２市
し

１町
ちょう

障
しょう

がい福祉
ふくし

担当者
たんとうしゃ

、セ

ンター職員
しょくいん

の約
やく

６０名
めい

の皆
みな

さまにご参加
さんか

いただきました。

　地域
ちいき

自立
じりつ

支援
しえん

ネットワークの周知
しゅうち

とセンターの紹介
しょうかい

を行
おこな

った後
あと

、事前
じぜん

のアンケートをもとに７グループに分
わ

かれて意見
いけん

交換
こうかん

をしました。事業所
じぎょうしょ

の中
なか

だけで抱
かか

えている課題
かだい

も多
おお

く、参加
さんか

された方々
かたがた

からは「他
た

の事業所
じぎょうしょ

の

いいづか かま けいせん きかん

飯塚・嘉麻・桂川基幹

こうしき ちいきじりつしえん じりつしえんきょうぎ

センターでは公式サイトにて、地域自立支援ネットワーク（自立支援協議
かい かつどうないよう さまざま けんしゅう あんない いいづかけんいき じぎょうしょあんない さいしんじょう

会）の活動内容や様々な研修のご案内、飯塚圏域の事業所案内など、最新情
ほう こうかい らん

報を公開しています。ぜひご覧ください。

http://iikk-kikan.jp/

（４） 誰もが住みやすい地域を目指して
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ごえんの会
かい

では、障
しょう

がいのある方
かた

が「どこで・どのようなサービス」を利用
りよう

しても、当事者
とうじしゃ

の「望
のぞ

む暮
く

らし」に近
ちか

づくように、支援者
しえんしゃ

の質
しつ

および地域
ちいき

福祉
ふくし

の向上
こうじょう

を目指
めざ

して、講演会
こうえんかい

や勉強会
べんきょうかい

を企画
きかく

しています。また、福祉
ふくし

に携
たずさ

わる人
ひと

が集
あつ

まり、共
とも

に知
し

り合
あ

い学
まな

び合
あ

う場
ば

を作
つく

ることにより、ネット

ワークを構築
こうちく

することを目的
もくてき

として活動
かつどう

しています。

　平成
へいせい

２９年
ねん

８月
がつ

２６日
にち

は朝
あさ

から雨模様
あめもよう

で天候
てんこう

の心配
しんぱい

がありましたが、１５８名
めい

の多
おお

くの方々
かたがた

に参加
さんか

していた

だき、記念
きねん

講演会
こうえんかい

を無事
ぶじ

に開催
かいさい

することができました。講演会
こうえんかい

の開催
かいさい

にあたっては、ご協力
きょうりょく

いただきました皆
みな

さまに心
こころ

より感謝
かんしゃ

申
もう

し上
あ

げます。

Ｅテレ『バリバラ』でおなじみの玉木幸則氏
たまきゆきのりし

をお迎
むか

えして

　　　かいせつ　　　　きねん　　　　　こうえんかい

かいさい

　講師
こうし

の玉木氏
たまきし

には『住
す

み慣
な

れたこのまちで、自分
じぶん

らしくみんなと一緒
いっしょ

に生
い

きていく』をテーマに、ユーモア

を交
まじ

えながら、強
つよ

く熱
あつ

い思
おも

いやお気持
きも

ちの伝
つた

わるお話
はなし

をいただきました。

普段
ふだん

、私
わたし

たちが感
かん

じていることが果
は

たして当
あ

たり前
まえ

のことなのか、私
わたし

たち

は何
なに

を目指
めざ

さなければならないのかを改
あらた

めて考
かんが

えさせられる内容
ないよう

でした。

惹
ひ

きつけられるお話
はなし

で、気
き

づけばあっという間
ま

に時間
じかん

が過
す

ぎてしまい、ま

だまだ聞
き

いていたい名残惜
なごりお

しい気持
きも

ちになりましたが、様々
さまざま

なことに気付
きづ

かせてもらった講演会
こうえんかい

となりました。

その他
た

の活動
かつどう

報告
ほうこく

◎筑豊
ちくほう

地区
ちく

障
しょう

がい者
しゃ

ケアマネジメント研究会
けんきゅうかい

　ごえんの会
かい

　平成
へいせい

２９年度
ねんど

は、９月
がつ

３０日
にち

に北九州
きたきゅうしゅう

市
し

ひきこもり地域
ちいき

支援
しえん

センター「すてっぷ」センター長
ちょう

の田中
たなか

美穂
みほ

氏
し

をお招
まね

きして『ひきこもりサポートについて』、平成
へいせい

３０年
ねん

１月
がつ

２７日
にち

に福岡市
ふくおかし

の川谷
かわたに

医院
いいん

院長
いんちょう

の川谷
かわたに

大治
だいじ

先
せん

生
せい

を講師
こうし

に『パーソナリティー障害
しょうがい

のある方
かた

との関
かか

わり』といったテーマで、勉強会
べんきょうかい

を開催
かいさい

しました。

　１１月
がつ

１５日
にち

には講演会
こうえんかい

を開催
かいさい

し、『行動
こうどう

障
しょう

がいの地域
ちいき

支援
しえん

の実践
じっせん

について』をテーマに、西南
せいなん

学院
がくいん

大学
だいがく

教
きょ

授
うじゅ

の野口
のぐち

幸弘
ゆきひろ

先生
せんせい

を講師
こうし

にお招
まね

きしてお話
はなし

を頂
いただ

きました。先生
せんせい

自身
じしん

も現場
げんば

での業務
ぎょうむ

に長
なが

く携
たずさ

わってこられ、

ケースを通
とお

した大変
たいへん

貴重
きちょう

なお話
はなし

をお伺
うかが

いすることが出来
でき

ました。課題
かだい

とする行動
こうどう

に対
たい

してデータを取
と

り、その

行動
こうどう

を分析
ぶんせき

することが重要
じゅうよう

になりますが、それにはスタッフの専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

や技術
ぎじゅつ

を身
み

に付
つ

ける必要
ひつよう

があり、

時
とき

には医療
いりょう

を含
ふく

めた総合的
そうごうてき

な支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

が必須
ひっす

です。日々
ひび

現場
げんば

で関
かか

わるスタッフとしては、実際
じっさい

に「現場
げんば

の中
なか

で活
い

かしていく」には難
むずか

しさがまだまだあると思
おも

いましたが、筑豊
ちくほう

地区
ちく

の様々
さまざま

な障
しょう

がい福祉事業所
ふくしじぎょうしょ

や医療
いりょう

機関等
きかんなど

の多
おお

くの方
かた

にご参加
さんか

いただき、関心
かんしん

の高
たか

さを感
かん

じました。

　講演会
こうえんかい

や勉強会
べんきょうかい

のテーマを検討
けんとう

する際
さい

、筑豊
ちくほう

地区
ちく

で関心
かんしん

の高
たか

い内容
ないよう

やタイムリーな話題
わだい

に沿
そ

った企画
きかく

を考
かんが

え

ています。今後
こんご

も講師
こうし

の方々
かたがた

のご教示
きょうじ

をヒントに、地域
ちいき

に還元
かんげん

していくことが出来
でき

ればと感
かん

じています。

（５） 誰もが住みやすい地域を目指して
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電
でん

　話
わ

電
でん

　話
わ

電
でん

　話
わ

ＦＡＸ ＦＡＸ

ＦＡＸ

gyakutai.sos.@ezweb.ne.jpメール

※障
しょう

がい者
しゃ

の虐待
ぎゃくたい

に気付
きづ

いた人
ひと

は、通報
つうほう

する義務
ぎむ

があります。通報
つうほう

した人
ひと

の情報
じょうほう

は守
まも

られます。

　飯塚
いいづか

圏域
けんいき

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター

電
でん

　話
わ

０９４８－４３－９９７７ ＦＡＸ ０９４８－４３－９９７４

（総合
そうごう

福祉
ふくし

センター）

０９４８－２２－５５００ ０９４８－５３－１１０６ ０９４８－６５－０００１

飯塚市
いいづかし

役所
やくしょ

嘉麻市
かまし

役所
やくしょ

桂川町
けいせんまち

役場
やくば

社会
しゃかい

・障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

課
か

障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター　活動
かつどう

報告
ほうこく

　平成
へいせい

２９年
ねん

７月
がつ

に委託型
いたくがた

の生活
せいかつ

支援
しえん

センターから基幹
きかん

型
がた

に移行
いこう

しましたが、障
しょう

がい者
しゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター事業
じぎょう

は継続
けいぞく

して運営
うんえい

しています。

　「虐待
ぎゃくたい

かな？」と思
おも

ったら…

　養護者
ようごしゃ

・施設
しせつ

従事者
じゅうじしゃ

・使用者
しようしゃ

、いずれの場合
ばあい

であっても虐待
ぎゃくたい

を見
み

たり聴
き

いたりした場合
ばあい

は、虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

セン

ターもしくは各
かく

行政
ぎょうせい

の障
しょう

がい担当
たんとう

窓口
まどぐち

に２４時間
じかん

・３６５日
にち

、いつでもご連絡
れんらく

ください。確証
かくしょう

がなくても「相
そう

談
だん

」という形
かたち

で、匿名
とくめい

でも受
う

け付
つ

けています。秘匿
ひとく

事項
じこう

も遵守
じゅんしゅ

致
いた

しますので、ご一報
いっぽう

頂
いただ

けたら幸
さいわ

いです。

　平成
へいせい

２９年
ねん

１２月
がつ

には、２市
し

１町
ちょう

の各
かく

障
しょう

がい福祉
ふくし

担当
たんとう

者
しゃ

と虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

センター職員
しょくいん

に弁護士
べんごし

を交
まじ

え、これまで

の案件
あんけん

の対応
たいおう

の振
ふ

り返
かえ

り、評価
ひょうか

や今後
こんご

に向
む

けての対策
たいさく

等
など

の検討会
けんとうかい

を行
おこな

いました。案件
あんけん

に毎回
まいかい

きちんと対応
たいおう

して

いるつもりでしたが、振
ふ

り返
かえ

ると対応
たいおう

や詰
つ

めの甘
あま

さが露呈
ろてい

し、指摘
してき

やアドバイスを多
おお

く頂
いただ

き、今後
こんご

の対応
たいおう

に向
む

けて非常
ひじょう

に役立
やくだ

ちました。同時
どうじ

に虐待
ぎゃくたい

対応
たいおう

のスキル不足
ぶそく

も痛感
つうかん

し、精進
しょうじん

あるのみです。今後
こんご

も検討
けんとう

する機会
きかい

を

設
もう

け、課題
かだい

を抽出
ちゅうしゅつ

することでより良
よ

い対応
たいおう

が出来
でき

るように改善
かいぜん

やフィードバックを行
おこな

っていきたいと思
おも

いま

す。

健康
けんこう

福祉
ふくし

課
か

福祉
ふくし

係
かかり

０９４８－６５－００７８

電話
でんわ

は土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

・夜間
やかん

は宿直
しゅくちょく

対応
たいおう

電話
でんわ

は土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

・夜間
やかん

は宿直
しゅくちょく

対応
たいおう

電話
でんわ

は土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

・夜間
やかん

は宿直
しゅくちょく

対応
たいおう

ＦＡＸは平日
へいじつ

８時半
じはん

から１７時
じ

まで受付
うけつけ

ＦＡＸは平日
へいじつ

８時半
じはん

から１７時
じ

まで受付
うけつけ

ＦＡＸは平日
へいじつ

８時半
じはん

から１７時
じ

まで受付
うけつけ

（０９４８－６５－１１００）

【各
かく

行政
ぎょうせい

の障
しょう

がい担当
たんとう

窓口
まどぐち

】

０９４８－２１－６３５６

（内線
ないせん

１１５７） ０９４８－５３－１１４９

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じりつ

支援
しえん

係
かかり

障
しょう

がい者
しゃ

福祉
ふくし

係
かかり

社会
しゃかい

福祉
ふくし

課
か

じかん にち

２４時間・３６５日
そうだん つうほううけつけ

相談・通報受付

へんしゅうこうき

◆編集後記◆
いいづかし かまし けいせんまち いたく う しょ せいかつしえん あつ しょう しゃ

飯塚市・嘉麻市・桂川町より委託を受けた５か所の生活支援センターが１つに集まり、『障がい者
きかんそうだんしえん かげつ す しょう しゃ そうだんしえん

基幹相談支援センター』としてスタートして９ヶ月が過ぎました。障がい者相談支援センターたいよ
しゅっこう いなばそうだんいん ほうじん もど しんねんど めい そうだん

うより出向していた因幡相談員が法人に戻ることとなり、新年度からは８名の相談
しえんせんもんいん しょう かか そうだん う だれ す ちいき め

支援専門員で障がいに関わるご相談をお受けします。「誰もが住みやすい地域を目
ざ そうだんいん も あじ い ひび しん まい

指して」、相談員それぞれの持ち味を活かしながら日々まい進して参りますので、
みな きがる そうだん

皆さまお気軽にご相談ください。

（６） 誰もが住みやすい地域を目指して
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